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 本論文は，本文 158 頁（Ａ４判・ワープロ打ち；約 189,6000 字）からなる。
構成は，下記記載のとおりである。 
 
第１章 序論  
１．本研究の背景  
２．母娘関係についての研究  
１）親子関係   
２）母娘関係   
３）母娘関係の類型化   
３．アイデンティティ研究の手法   
１）質問紙調査   
２）面接法   
３）伝記研究法   
４）体系的折衷調査法   
４．本研究の目的   
５．研究の構成と内容   
第２章 母娘関係尺度の作成とクラスター分析による母娘関係分類   
１．問題と目的   
２．方法   
３．結果   
４．考察   
５．今後の課題   
第３章 伝記分析：マーガレット・ミッチェル   
１．問題・目的   
２．方法   
３．結果・考察   
４．総合考察   
５．今後の課題   
第４章 伝記分析：アガサ・クリスティー Ⅰ   
１．問題・目的   
２．方法   
３．結果・考察   
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４．総合考察   
５．今後の課題   
第５章 伝記分析：アガサ・クリスティー Ⅱ   
１．問題・目的   
２．方法   
３．結果・考察   
４．総合考察   
５．今後の課題   
第６章 新たな体系的折衷調査法構築の試み   
１．問題と目的   
２．方法   
３．結果   
４．考察   
５．今後の課題   
第７章 比較分析：M・ミッチェル＆ A・クリスティー   
１．問題・目的   
２．方法   
３．結果と考察   
４．総合考察   
５．今後の課題   
第８章 全体総括   
１．本研究結果の総括   
２．本研究の成果   
１）母娘関係を測定する尺度の開発と母娘関係の類型化   
２）質問紙調査と伝記研究法による相互補完による分析   
３）質問紙調査と伝記研究法を組み合わせた方法論の確立   
４）漸成発達理論の対概念における否定的感覚の必要性につい
ての検証  
３．今後の課題と可能性   
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第 6 章 
量的分析と質的分析を組み合わせる体系的折衷調査法（大野, 2011）に基づき、
質問紙調査と伝記研究法を組み合わせた「伝記資料による定量化分析法」の開
発を試みた。具体的には、第 3 章、第 4 章で分析した青年期のミッチェルとク






第 7 章 
青年期のミッチェルとクリスティーについて、個別分析による質的検証結果



































































































第 3 に、第 5 章で分析されているクリスティーが、幼少期は「親密群」の母
娘関係から健康な自我発達のプロセスをたどっていたことに反して、中年期以
降、夫との人間関係の形成に失敗している点を取り上げ、分析している点が評
価できる。人格の生涯発達のプロセスを分析するための理論として多く取り上
げられているエリクソンの漸成発達理論では、各発達段階の主題が「信頼 vs.不
信」のように、ポジティブなものとネガティブなものが対比される形で示され
ている。このため、エリクソン自身は、その両方を経験しその葛藤を乗り越え
ていくことは重要であると述べているにもかかわらず、多くの研究者が、ポジ
ティブなものだけを経験、獲得し、ネガティブなものは経験、獲得しない方が
よいと誤った解釈をする場合が多かった。これに対して本研究では、幼少期に
ネガティブな経験（不信の経験と獲得）をしなかったクリスティーが、中年期
にいたって、そのことを原因として夫との人間関係の形成に失敗したプロセス
について考察している。この点はこれまでのエリクソン理論に関する解釈に新
たな視点を導入する可能性を示したものであり高く評価できる。今後の理論的
展開に関しても大いに期待できる研究といえる。 
全体として、研究としては、まだ、情報不足、方法論的にさらなる検討が必
要な部分は散見されるが、将来の展開を大いに期待できる論文といえる。 
 なお、本審査委員会は審査の過程で、本論文の完成度をさらに高めるために
限定的な修正（説明の明確化）を求め、申請者はこの要求にもとづく修正を行
った。 
 
 本審査委員会は本論文を総合的に判断し、その価値、意義および課題につい
て検討した結果、本論文が期待される要求水準を十分に満たしたものであり、
博士学位の授与に値すると判断する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
